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令和４年度決算審査特別委員会　委員長報告

財政は改善
　
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
決
算
お
よ
び
各
特
別
会
計
決
算

な
ら
び
に
水
道
事
業
会
計
決
算
、
下
水
道
事
業
会
計
決
算
は
、

付
託
さ
れ
た
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
６
日
間
に
わ
た
っ
て

審
査
さ
れ
、
本
会
議
で
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ
た
。
一
般
会

計
と
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
は
賛
成
多
数
で
認
定

さ
れ
た
。
他
の
特
別
会
計
は
全
員
賛
成
で
認
定
さ
れ
た
。
２

ペ
ー
ジ
か
ら
７
ペ
ー
ジ
で
令
和
４
年
度
決
算
を
特
集
す
る
。

一
般
会
計

　
決
算
の
特
徴

　
決
算
の
歳
入
で
は
、
前
年

度
よ
り
繰
入
金
、
繰
越
金
、

寄
附
金
と
町
有
地
売
却
な
ど

の
財
産
収
入
が
増
加
し
て
い

る
。
歳
出
で
は
職
員
給
与
な

ど
の
人
件
費
や
応
援
ク
ー
ポ

ン
券
発
行
事
業
な
ど
の
物
件

費
が
増
加
し
て
い
る
。

　
決
算
の
特
徴
は

①
実
質
単
年
度
収
支
は
４
年

　
連
続
黒
字

　
　

②
※
経
常
収
支
比
率
は

　
　
　
　
前
年
度
よ
り
５
・

　
　
　
　
８
ポ
イ
ン
ト
上
昇

　
　
　
　
（
97
・
１
％
）

　
　

③
※
財
政
調
整
基
金
残

　
　
　
　
高
は
３
年
連
続
増

　
　
　
　
加
（
約
14
億
６
千

　
　
　
　
万
円
）

④
実
質
公
債
比
率
４
年
連
続

　
減
少

①
〜
④
に
よ
っ
て
財
政
は
改

善
し
て
い
る
。

　
な
お
、
交
付
税
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
中
、
過
疎
対
策

事
業
債
を
活
用
し
公
共
投
資

を
抑
制
せ
ず
運
営
し
て
き
た

た
め
、
毎
年
約
14
億
円
の
公

債
費
償
還
が
必
要
で
あ
り
、

財
政
硬
直
化
の
一
因
と
な
っ

て
い
る
。

決算審査特別委員会
委員長　山下　慎二

一
般
会
計
に
お
け
る

　
　
　
　
主
な
指
摘
事
項

交
通
弱
者
対
策

　
本
町
に
と
っ
て
移
動
支
援

は
大
き
な
課
題
。
ド
ア
・
ツ

ー
・
ド
ア
方
式
の
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
や
福
祉
有
償
運
送

を
検
討
す
る
な
ど
、
多
面
的

な
事
業
の
本
格
的
な
研
究
が

必
要
で
あ
る
。

ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
率

　
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
技
術

や
ご
み
の
処
理
状
況
を
啓
発

し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上

を
計
画
す
べ
き
で
あ
る
。

防
除
対
策

　
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

に
よ
る
被
害
が
拡
大
し
て
い

る
中
、
防
除
対
策
の
補
助
金

の
早
急
な
拡
充
対
策
を
求
め

る
。
有
害
鳥
獣
対
策
は
猟
友

会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
対

策
が
充
実
す
る
よ
う
求
め
る
。

不
登
校
対
策

　
不
登
校
児
童
生
徒
が
全
国

平
均
よ
り
多
い
状
況
は
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
と
子
ど
も
の
心

理
状
態
な
ど
も
不
登
校
の
原

因
と
推
測
さ
れ
る
。
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
よ
り

集
団
生
活
へ
の
対
応
、
基
礎

学
力
の
補
充
な
ど
の
改
善
は

図
ら
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
な

る
サ
ポ
ー
ト
制
度
の
充
実
が

必
要
で
あ
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
９
人
の
卒
業
生
の
う
ち
４

人
定
住
し
て
お
り
、
さ
ら
に

定
住
の
た
め
の
取
り
組
み
を

求
め
る
。
募
集
は
、
協
力
隊

員
の
役
割
や
仕
事
内
容
を
地

元
住
民
に
正
確
に
周
知
し
て

よ
り
良
い
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

う
こ
と
。

いただいた傍聴アンケートを基本的に原文のまま掲載しています
（個人を特定できる表記は除いています）。議会を傍聴して
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3 議会を傍聴して 会場内に女性が４名しかいなかった。（70代男性）議会を傍聴して

令和４年度各会計決算の認定状況 

一般会計 
シビックセンター特別会計 
国民健康保険事業特別会計 
国民健康保険天野診療所事業特別会計 
後期高齢者医療事業特別会計 
介護保険事業特別会計 
花園地域交流推進施設運営事業特別会計 

水道事業会計 
 
下水道事業会計

112億3849万253円
7279万838円

25億6645万7703円
616万7374円

5億9992万2161円
27億5498万1162円

8630万8707円
4億429万5011円
9596万9685円

4億9068万2836円
2億743万6695円

105億9798万9239円
7270万9277円

25億1975万339円
581万290円

5億7469万6329円
26億2135万7645円

8629万4467円
3億7667万9012円
2億5315万4466円
4億7527万1540円
3億5008万6408円

収益的
資本的
収益的
資本的

会計別 歳　入 歳　出

財政改善の推移

88%

90%

92%

94%

96%

98%

100%

102%

104%

 5億円

 6億円

 7億円

 8億円

 9億円

 10億円

 11億円

 12億円

 13億円

 14億円

 15億円

H30年度 H31年度 R2年度 R3年度 R4年度

財政調整基金残高 経常収支比率

100.5
13億8843円

8億61万円

6億4266万円

14億5938万円

98.7

96.9

91.391.3

97.197.1

8億3437万円

※
財
政
調
整
基
金
と
は

　

景
気
悪
化
に
よ
る
税

収
減
、災
害
発
生
な
ど
に

備
え
る
た
め
な
ど
の
町
の

貯
金
。

※
経
常
収
支
比
率
と
は

　

家
計
に
例
え
る
と
生

活
費
な
ど
毎
月
固
定
の

支
払
い
が
収
入
に
占
め
る

割
合
で
、こ
の
比
率
が
低

い
ほ
ど
臨
時
的
な
支
出
に

お
金
を
回
す
余
裕
が
あ

る
こ
と
を
表
す
。

岸田　俊規さん
きし  だ　     とし  き

　
コ
ミ
バ
ス
等
利
用
者
の

一
人
１
回
当
た
り
の
経
費

は
約
３
千
円
、
往
復
な
ら

６
千
円
の
計
算
で
す
。
効

果
的
な
方
法
を
考
え
る
べ

き
で
す
。

交
通
弱
者
対
策
に
つ
い
て 丁ノ町

　水道事業会計資本的収支額に対する不足額1億5718万4781円は、
過年度分損益勘定留保資金1億962万8417円、建設改良積立金取崩
額3000万円、当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額
1755万6364円で補填した。
　下水道事業会計資本的収支額に対する不足額1億4264万9713円
は、当年度分損益勘定留保資金7945万7927円、過年度分損益勘定
留保資金5522万6682円、当年度分消費税および地方消費税資本的
収支調整額796万5104円で補填した。

※水道・下水道事業会計の収益的収支は水道、下水道の収入と支出、資本的収支は水道・
　下水道施設に係る収入と支出
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５
以前と比べて一般質問の時間が短い。もっと町民の声を聞いてほしい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（70代女性）議会を傍聴して

妙寺団地建替事業

証明書コンビニ交付
サービス事業

橋梁
メンテナンス事業

生活支援体制
整備事業

586
万円

1億7975
万円

議会だよりかつらぎ
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ピックアップ令和４年度決算事業

か
つ
ら
ぎ
西
部
公
園
管
理
事
業

　 1億４４４６
万円

かつらぎ町
応援クーポン
発行事業

学校給食費無償化
による子育て
支援事業

議会を傍聴して ビデオを撮って配信しているようなので町民他がビデオ視聴できるので良い取り組
みだと思います。（70代男性）

いよいよ給食費が完全無償化生活支援体制 充実へ
　 1億９２２７
万円

　小中学校における学校給食費の保護者負担
分を無償とした。また、区域外就学の児童・
生徒（37世帯39人分）の保護者に対しても給
食費相当額を補助。

　新型コロナウィルス感染症によって疲弊し
ている地域経済の活性化を図った。また、電
気・ガス・食料品等の価格高騰が、生活や事
業に与える影響を緩和するために６月と10月
補正予算で実施。換金率は98.14％。

　
令
和
４
年
10
月
に
新
た
に
多
目
的
広
場
お
よ
び
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
18
ホ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
、
36
ホ
ー
ル
に
な
っ
た
。

利
用
者
数
１
万
５
５
９
７
人（
１
日
平
均
約
50
人
）。 

今
後
は

町
民
の
利
用
増
を
含
め
、
１
万
９
０
０
０
人
の
利
用
を
目
指

す
。

　
北
側
公
園
は
令
和
６
年
度
中
に
完
成
予
定
。

新規 新規

２６３３
万円

拡充

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
専

任
１
人
、
兼
任
３
人
に
拡
充
し
、
各
種

団
体
や
地
域
と
の
連
携
基
盤
づ
く
り
を

始
め
た
。「
地
域
を
知
る
こ
と
、
住
民

へ
伝
え
る
こ
と
」
を
目
標
に
地
域
へ
調

査
に
出
向
き
、
地
域
課
題
の
発
掘
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
令
和
４
年
度

か
ら
、「
か
つ
ら

ぎ
町
社
会
福
祉

協
議
会
」
に
業

務
を
委
託
。

　老朽化した妙寺団地の建て替
え（平成25年度～令和８年度）。
令和４年度実施業務は、妙寺団
地４号館への移転補償（15戸）、旧団地除却工
事に係る委託料や工事費を繰り越しした。

　平成30年度に実施した各地
橋梁点検の結果に基づき補修工事を
実施。長年の経年劣化及び橋梁自体の老朽化に
伴う被害を未然に防止するための対策工事。

見好20号橋の橋梁補修工事（平沼田地内）

妙寺団地４号館

1493
万円

拡充

　
建
て
替
え
と
い
う
大
き

な
事
業
を
実
施
し
て
く
れ

た
こ
と
に
感
謝
。
隣
近
所

で
支
え
合
う
こ
と
で
、
絆

が
増
え
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。

事
業
実
施
に
感
謝

松本　百代 さん
まつもと　　もも よ
丁ノ町

短期集中
Ｃ型サービス 25

万円

新規

 

要
支
援
１
・
２
お
よ
び

事
業
対
象
の
認
定
を
受
け

た
人
の
う
ち
、
運
動
・
身

体
・
生
活
の
各
機
能
向
上

の
意
欲
が
あ
る
人
を
対
象

に
、
保
健
・
医
療
専
門
職

が
３
〜
６
カ
月
の
短
期
間

集
中
的
に
リ
ハ
ビ
リ
等
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
活
の
意
欲
の
向
上
を
目

指
す
。

 

サ
ー
ビ
ス
終
了
後
も
自

宅
で
運
動
を
持
続
で
き
る

よ
う
支
援
し
、
自
立
し
た

生
活
の
持
続
を
目
指
す
。

利
用
者
は
５
人
に
留
ま
っ

た
が
、
生
活
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
、
社

会
参
加
の
場
の
情
報
提
供

も
進
め
て
い
く
。

　
友
だ
ち
と
遊
べ
る
場
所

が
あ
れ
ば
な
ぁ
と
、
ず
っ

と
思
っ
て
い
た
。
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
は
と
て
も
面
白
い

し
、
北
側
公
園
完
成
も
楽

し
み
。

北
側
公
園
完
成
も
楽
し
み 　浦　崚太 さん

にしうら　　りょうた
三谷

整備されたかつらぎ西武公園多目的広場

リハビリ頑張ってます
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質
疑

委
員
長
報
告
に
対
す
る

深
い
審
査
が

　
　
　
で
き
た
の
か

　
　
　
決
算
書
に
基
づ
く
審

査
に
重
点
を
置
く
こ
と
で
、

行
政
運
営
の
執
行
に
力
点
を

置
き
、
深
い
審
査
が
で
き
た
、

と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

委
員
長　
決
算
書
の
備
考
欄

や
主
要
施
策
の
経
費
内
容
な

ど
に
詳
細
な
質
疑
が
行
わ
れ
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
い
な

い
の
に
、
車
の
リ
ー
ス
料
が

支
出
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
指

摘
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、

経
常
収
支
比
率
が
上
が
っ
て

い
る
原
因
と
し
て
、
扶
助
費
、

補
助
金
、
繰
入
金
が
減
少
し

て
い
る
が
、
人
件
費
、
物
件

費
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が

原
因
で
あ
る
こ
と
も
分
か
っ

た
。

　
　
　
予
算
の
総
額
抑
制
を

行
い
、
結
果
と
し
て
財
政
状

況
が
改
善
し
、
危
機
的
な
状

況
を
脱
し
た
の
は
令
和
４
年

度
の
決
算
の
結
果
な
の
か
。

委
員
長　
予
算
の
総
額
抑
制

を
行
っ
て
も
、
繰
入
金
が
増

加
し
て
い
れ
ば
、
財
政
が
改

善
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
実
質
単
年
度

収
支
の
黒
字
、
財
政
調
整
基

金
残
高
が
過
去
最
高
で
、
実

質
交
際
比
率
が
４
年
連
続
減

少
と
な
り
評
価
し
た
。

　
　
　
財
政
調
整
基
金
が
過

去
最
高
と
な
っ
た
要
因
は
。

委
員
長　
ふ
る
さ
と
か
つ
ら

ぎ
寄
附
金
な
ど
が
増
額
し
た

こ
と
で
、
財
政
調
整
基
金
の

積
み
立
て
が
で
き
た
。

　

問問問

問

※
健
全
化
判
断
比
率
と

は
　

４
指
標
と
も
数
値
が

大
き
い
ほ
ど
財
政
状
況

が
悪
い
。

「
国
の
基
準
以
内
で
適
当
と
認
め
る
」

　
　
　
か
つ
ら
ぎ
町
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
（
森
下
　
悦
男
氏
、
浦
中
　
隆
男
氏
）
の
意
見

財政指数　令和4年度かつらぎ町一般会計健全化判断比率

か つ ら ぎ 町

早期健全化の基準

財政再生の基準

一般会計の赤
字額が標準財
政規模に占め
る割合

実質赤字比率

１４．２８%

２０．００%

黒字なので
対象外

黒字なので
対象外

全会計の赤字
額が標準財政
規模に占める
割合

連結実質赤字比率

１９．２８%

３０．００%

全会計の償還
額が標準財政
規模に占める
割合

実質公債費比率

９．２０%

２５．００%

３５．００%

将来一般会計
から負担され
ると想定され
る金額等が標
準財政規模に
占める割合

将来負担比率

２８．８０%

３５０．００%

－

国
の
指
標

※標準財政規模　地方交付税、地方
　譲与税等自由に使える財源の標準
　的な規模を表す。
　令和4年度標準財政規模63億7533
　万円。
※水道事業・下水道事業会計は資金
　不足になっていない。

はじめて傍聴しましたが、大変興味深く議員の方たちの話をきけました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50代女性）議会を傍聴して
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7 ３名の方を傍聴しましたが、大変よく調べているのに感心しました。（70代女性）議会を傍聴して

討 

論

討 

論

討 

論
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●   ●  ● ● ● 

一
般
会
計

後
期
高
齢
者

医
療
事
業

特
別
会
計

　
自
治
体
の
責
務
を
自
覚

し
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え

る
事
業
に
は
賛
成
す
る
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
は
、
基
本
的

人
権
を
保
障
せ
ず
個
人
情

報
の
利
活
用
を
図
る
も
の
。

こ
れ
は
許
し
が
た
い
。
問

題
の
本
質
を
理
解
し
な
い

自
治
体
は
基
本
を
見
失
っ

て
い
る
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

　
令
和
４
年
度
の
決
算
は

歳
入
で
は
繰
越
金
、
寄
附

金
な
ど
が
増
え
て
お
り
、

歳
出
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
物

件
費
等
の
増
加
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
財
政
状
況
に

は
変
わ
り
な
く
、
安
定
し

た
行
財
政
運
営
と
住
民
福

祉
の
維
持
向
上
を
望
む
。

《
賛
成
》
羽
根
祥
起
議
員

　
消
費
税
の
導
入
に
よ
っ

て
国
民
の
負
担
は
増
大
し

た
。
こ
こ
に
社
会
保
障
の

負
担
増
が
の
し
か
か
り
、

賃
金
の
引
き
下
げ
に
よ
っ

て
日
本
経
済
は
発
展
し
な

く
な
っ
た
。
社
会
保
障
の

負
担
軽
減
と
充
実
を
目
指

し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
は
廃
止
す
べ
き
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

　
こ
の
事
業
は
、
広
域
連

合
が
主
体
と
な
っ
て
運
営

さ
れ
て
い
る
事
業
で
あ
り
、

昨
年
度
は
黒
字
で
あ
っ
た
。

今
後
も
さ
ら
に
進
む
高
齢

化
社
会
に
対
し
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
医
療
を
受
診

で
き
る
恒
久
的
な
制
度
の

継
続
を
願
い
、
賛
成
討
論

と
す
る
。

《
賛
成
》
滝
ノ
上
万
記
議
員

賛
否
が
分
か
れ
る

10月・12月会議採決状況（賛否が分かれた決算は２件）

件　　　　　　名 議員名
結果

大 

山
表 

具
山 

下
 

滝
ノ
上

羽 

根
中 

谷
藤 

本
新 

堀
浦 

中
大 

原
東 

芝
松 

岡
溝 

北

○○○○○○○○○○○○－

○○○○○○○○○○×○－

○○○○○○○○○○○○－

○○○○○○○欠○○○○－

11対1で認定

12対0で認定

12対0で可決

11対0で可決

シビックセンター特別会計
および国民健康保険事業特
別会計など７件

国民健康保険税条例の一部改正など
２件、町道の認定など３件、一般会
計補正予算（第10号）など５件

一般会計、後期高齢者医療
事業特別会計

一般会計補正予算（第9号）

令
和
４
年
度
決
算
10
月
会
議
12
月
会
議

（注）溝北好一議員は、議長のため採決には加わらない。　　○は賛成　×は反対　欠は欠席

大山委員の質疑に答弁する産業観光課長（映像配信された決算審査特別委員会の様子）大山委員の質疑に答弁する産業観光課長（映像配信された決算審査特別委員会の様子）
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７
％
。
農
業
用
施
設
は
農
道
、

水
路
、た
め
池
が
対
象
、
受

益
者
２
戸
以
上
で
38
件
、
受

益
者
負
担
は
５
％
。

　
　
　
農
地
・
農
業
用
施
設

の
災
害
復
旧
事
業
費
の
限
度

額
が
あ
る
か
。
限
度
額
を
超

え
た
場
合
の
受
益
者
負
担
は
。

建
設
課
長　
限
度
額
を
超
え

る
場
合
は
受
益
者
負
担
と
な

る
。
で
き
る
だ
け
受
益
者
負

担
が
少
な
い
事
業
を
説
明
し

て
意
向
を
確
認
し
て
い
る
。

　
　
　
農
地
災
害
復
旧
の
個

人
負
担
を
見
直
す
考
え
は
。

建
設
課
長　
近
隣
の
市
町
よ

り
も
負
担
割
合
は
低
い
。
今

の
と
こ
ろ
見
直
す
予
定
は
な

い
が
、
負
担
が
重
い
と
の
声

が
あ
る
の
で
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。

　
　
　
道
路
と
河
川
の
災
害

復
旧
は
77
件
中
38
件
が
予
算

化
さ
れ
た
。
残
り
は
ど
う
な

る
の
か
。

建
設
課
長　
残
り
39
件
は
新

年
度
予
算
に
計
上
予
定
。

問問問

　
　
　
災
害
復
旧
事
業
の
対

象
、
件
数
、
受
益
者
負
担
は
。

建
設
課
長
　
国
費
補
助
対
象

と
な
る
農
地
補
助
は
田
、畑

な
ど
21
件
、受
益
者
負
担
は

問

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
非

常
に
有
難
か
っ
た
が
、
全

て
の
地
域
が
補
償
を
受
け

ら
れ
な
い
。
大
き
な
被
害

が
発
生
し
な
い
長
期
的
な

対
策
を
。

全
て
の
地
域
に
補
償
を

野尻　増浩 さん
の じり ますひろ
志賀

６月豪雨で被害を受け復旧が急がれる町道大谷４号線６月豪雨で被害を受け復旧が急がれる町道大谷４号線

　
12
月
会
議
で
は
、
水

道
事
業
及
び
下
水
道
事

業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
や
、

町
道
の
認
定
、
一
般
会

計
を
は
じ
め
と
す
る
各

会
計
の
補
正
予
算
な
ど

を
審
議
し
全
員
賛
成
で

可
決
し
た
。

　
　
　
　
　
６
月
２
日

に　
　
　
発
生
し
た
豪

　
　
　
　
雨
に
よ
り
、

被
害
を
受
け
た
農
地
・

農
業
用
施
設
・
公
共
施

設
（
道
路
・
河
川
）
災

害
の
う
ち
、
国
庫
補
助

対
象
と
な
っ
た
復
旧
工

事
が
開
始
さ
れ
る
。

内容

12月会議
６月豪雨による

災害復旧を急ぐ
１件

３件

５件

２件

３件

８人

12月会議（12/1～19）

専決処分

人 事

補正予算

条 例

事件議決

一般質問

６月豪雨による災害復旧事業
                 （12月補正：国庫補助対象）

農 地
農 業 用 施 設
道 路
河 川

21
38
12
26

6000万円
8000万円
2648万円

2億3302万円

種　　別 金　　額件 数

議員さんの一般質問を間近で聞くことができ、良かったかと思います。（50代女性）議会を傍聴して

一
般
会
計
補
正



議会だよりかつらぎ
2024.2.1　100号

議案審査

9

天野簡易水道を
　　　　星山地域に拡張

山
崎
飲
料
水
も

　
　
町
の
管
理
に

水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
　
　
　
　
未
給
水
地

　
　
　
　
域
を
解
消
す

　
　
　
　
る
た
め
、
天

野
簡
易
水
道
の
給
水
区

域
の
拡
張
を
行
い
、
星

山
地
区
へ
給
水
を
行
う

と
と
も
に
、
天
野
地
区

の
未
給
水
区
域
の
解
消

を
図
る
。
ま
た
、
山
崎

飲
料
水
供
給
施
設
を
町

で
管
理
運
営
す
る
。

内容

　
　
　
前
回
議
案
を
取
り
下

げ
た
理
由
と
、
今
回
上
程
す

る
ま
で
の
天
野
地
区
と
の
取

り
組
み
状
況
は
。
町
内
の
未

給
水
地
区
と
戸
数
は
。

上
下
水
道
課
長
　
天
野
地
区

へ
の
説
明
不
足
に
よ
り
合
意

が
得
ら
れ
ず
議
案
を
取
り
下

げ
た
。
令
和
２
年
〜
５
年
度

ま
で
天
野
地
区
と
協
議
を
重

ね
、
要
望
な
ど
を
覚
書
と
し

た
。
29
カ
所
３
４
０
世
帯
。

問

　
　
　
山
崎
飲
料
水
供
給
施

設
が
町
へ
移
管
と
い
う
こ
と

で
経
営
戦
略
等
に
は
、
影
響

し
な
い
の
か
。

上
下
水
道
課
長
　
水
道
料
金

で
賄
え
る
と
試
算
し
て
い
る
。

当
分
の
間
は
問
題
な
い
。
令

和
８
年
に
見
直
し
を
予
定
し

て
い
る
。

町
長
　
飲
料
水
供
給
施
設
は
、

地
元
地
域
で
維
持
管
理
費
を

賄
う
の
が
原
則
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
水
道
料
金
値
上
げ
は

考
え
て
い
な
い
。

問

紀
の
川
に
新
橋
を

　
　
　
　
　
京
奈
和
自
動

　
　
　
　
車
道
紀
北
か
つ

　
　
　
　
ら
ぎ
イ
ン
タ
ー

か
ら
、
紀
の
川
を
渡
っ
て

県
道
和
歌
山
橋
本
線
を
結

ぶ
道
路
と
橋
が
建
設
さ
れ

る
見
込
み
。

　
完
成
す
れ
ば
現
在
の
三

谷
橋
を
含
む
、
三
谷
地
区

か
ら
Ｊ
Ｒ
妙
寺
駅
前
に
至

る
県
道
三
谷
妙
寺
停
車
場

線
は
、
県
か
ら
町
に
管
理

が
移
管
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

町
道
に
認
定
す
る
。

　
　
　
三
谷
妙
寺
線
を
今
回

町
道
認
定
す
る
理
由
は
。

建
設
課
長
　
新
橋
の
建
設
は
、

令
和
６
年
度
以
降
で
都
市
計

画
決
定
後
と
な
る
。
県
と
の

協
議
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め

町
道
に
認
定
す
る
。
認
定
に

よ
り
新
橋
完
成
ま
で
は
県
道

と
町
道
の
重
複
路
線
と
な
る

が
、
道
路
の
修
繕
、
構
造
物

の
撤
去
な
ど
は
県
が
責
任
を

負
う
。

問 町
道
の
認
定

内容

　
長
い
間
待
ち
望
ん
で
い

た
水
道
施
設
が
、
町
の
お

世
話
に
な
り
施
工
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
、
大
変
あ

り
が
た
い
で
す
。

水
道
施
設
バ
ン
ザ
イ

西澤　憲彦 さん
にしざわ　　のりひこ
星山

上水道（5,001人以上）
簡易水道（101人以上、5,000人以下）
飲料水供給施設（100人以下）

その他未給水地域
（地域管理による飲料水供給施設含む）

2
8
3

29

町 管 理

それ以外

水道の種類 箇所数

私たちの土地は農業をしている家庭が多くあり、質問も参考になりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（80代以上女性）議会を傍聴して

山崎飲料水水源池山崎飲料水水源池
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６
月
２
日
以
前
に
弁

天
谷
川
河
床
の
掘
削
工
事
が

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
工
事

と
道
路
陥
没
の
関
連
は
。

建
設
課
長　
県
の
工
事
と
の

影
響
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

問の
基
礎
に
根
継
ぎ
す
る
工
事

に
な
る
と
思
う
が
、
調
査
し

検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た

パ
ト
ロ
ー
ル
も
強
化
し
た
い
。

　
　
　
修
復
工
事
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
か
。

検
査
長　
以
前
の
工
事
後
、

水
の
流
れ
で
掘
削
が
起
き
川

底
が
下
が
っ
て
く
る
。
護
岸

問　
豪
雨
に
よ
る
水
の
音
を

今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。

過
去
に
は
上
流
か
ら
の
浮

遊
物
で
橋
を
せ
き
止
め
、

水
が
道
路
に
あ
ふ
れ
た
こ

と
も
。

道
路
を
早
期
に
直
し
て

塩山　クマヨ さん
しおやま
中飯降

10月会議

３件

１件

９件

10月会議（10/23～26）

専決処分

補正予算

決算認定

陥
没
の
防
止
に
は

損
害
賠
償
の
和
解
及
び
損
害

賠
償
の
額
を
定
め
る

　
　
　
　
　
６
月
２
日

　
　
　
　
に
発
生
し
た

　
　
　
　
豪
雨
に
よ
り
、

県
立
紀
北
分
院
東
側
の

町
道
が
陥
没
し
、
自
家

用
車
が
転
落
し
た
。

内容

議
会
業
務
継
続
計
画
案

　
　
　
　
　
　
策
定
へ

９
月
29
日
、
11
月
22
日
、

12
月
５
日
委
員
会
開
催
。

　

災
害
や
感
染
症
拡
大
な

ど
の
非
常
時
に
お
い
て
も
、

議
会
機
能
の
維
持
回
復
を

図
り
、
災
害
対
策
活
動
が

で
き
る
よ
う
、
体
制
整
備

を
行
う
た
め
の
議
会
業
務

継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を

本
年
度
中
に
策
定
す
る
。

策
定
に
は
各
委
員
の
分
業

体
制
で
各
項
目
に
分
け
作

業
を
行
い
、
内
容
の
審
議

を
経
て
お
お
む
ね
Ｂ
Ｃ
Ｐ

案
が
で
き
あ
が
っ
た
。

　

熊
本
県
益
城
町
の
災
害

（
地
震
）
時
の
被
災
者
支

援
、
議
会
体
制
等
の
視
察

研
修
を
１
月
22
日
実
施
で

決
定
。

藤本　憲一 委員長

総
務
産
業
常
任
委
員
会

消防団員の質問。女性団員の確保も大切であると思います。（80代以上女性）議会を傍聴して

　
益
城
町
の
地
震
時
の
議

員
と
し
て
の
町
民
対
応
、

反
省
点
等
を
し
っ
か
り
研

修
し
て
今
後
の
議
員
活
動

に
生
か
し
た
い
。

豪雨により陥没した紀北分院東側の町道豪雨により陥没した紀北分院東側の町道

議会BCPの策定を

ま
し
き
ま
ち
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11 議会を傍聴して

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

大原　清明 委員長

　
高
齢
者
の
免
許
返
納
問

題
等
に
対
し
て
、
町
の
医

療
体
制
に
つ
い
て
医
師
会

と
の
懇
談
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

下水汚泥から作られた堆肥を安価により求める市民（佐賀市下水浄化センター）下水汚泥から作られた堆肥を安価により求める市民（佐賀市下水浄化センター）

12
月
６
日
委
員
会
開
催
。

　
11
月
７
日
に
佐
賀
県
佐
賀

市
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
８

日
に
佐
賀
市
清
掃
工
場
を
視

察
し
た
。

　
佐
賀
市
は
下
水
道
区
域
が

80
％
近
く
整
備
さ
れ
、
集
約

し
た
下
水
は
微
生
物
の
力
で

水
と
汚
泥
に
分
離
。
汚
泥
か

ら
発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
で

電
力
の
一
部
を
補
う
こ
と
や
、

脱
水
汚
泥
は
超
高
温
好
気
性

発
酵
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、

全
量
堆
肥
化
。
市
民
に
格
安

で
販
売
さ
れ
喜
ば
れ
て
い
た
。

こ
の
取
り
組
み
の
中
で
、
コ

ス
ト
や
二
酸
化
炭
素
排
出
削

減
は
明
確
に
数
字
で
公
表
、

住
民
の
理
解
度
は
か
な
り
大

き
な
も
の
が
あ
っ
た
。

　
次
に
、
佐
賀
市
清
掃
工
場

で
は
、
焼
却
で
生
じ
た
排
ガ

ス
か
ら
二
酸
化
炭
素
を
分
離

下
水
脱
水
汚
泥
堆
肥
化
視
察

関
連
事
業
を
参
考
に
し
、
本

町
に
お
け
る
下
水
処
理
、
資

源
ご
み
の
処
理
方
法
な
ど
の

現
状
を
把
握
し
な
が
ら
、
今

後
も
継
続
し
て
調
査
し
、
町

に
提
言
し
て
い
き
た
い
。

し
、
農
産
物
の
育
成
や
微
細

藻
類
の
培
養
で
医
薬
品
や
化

粧
品
な
ど
の
原
料
と
し
て
利

用
し
て
い
た
。
焼
却
灰
は
セ

メ
ン
ト
の
原
料
、
廃
油
は
市

営
バ
ス
な
ど
の
燃
料
に
利
用
。

施
設
内
に
は
環
境
教
育
の
拠

点
を
設
け
、
環
境
問
題
が
勉

強
で
き
る
機
能
も
あ
り
、
持

続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
構

築
努
力
が
、
バ
イ
オ
マ
ス
産

業
都
市
に
認
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
納
得
が
で
き
た
。

　　
12
月
６
日
の
委
員
会
で
は
、

佐
賀
市
視
察
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
た
。
佐
賀
市
の
取

り
組
み
で
あ
る
、
汚
泥
堆
肥

化
事
業
、
バ
イ
オ
マ
ス
産
業

病児保育についても大切であると思います。女性議員が一人ですので、できればもう一人の
女性議員が増えると良いと思います。（80代以上女性）議会を傍聴して

視察
研修報告
視察
研修報告
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議 

会 

運 

営 

委 

員 

会

反
問
権
の
導
入
も
検
討
中

10
月
6
日
、23
日
、26
日
、31
日
、

11
月
24
日
、
12
月
19
日
委
員
会

開
催
。

　
提
出
議
案
と
議
会
日
程
の
確
認
の

会
議
以
外
に
「
議
会
基
本
条
例
」
の

見
直
し
の
協
議
を
進
め
て
い
る
。
条

文
の
1
行
ご
と
の
審
議
に
は
時
間
が

か
か
る
が
、
他
市
の
議
会
運
営
の
資

料
も
出
し
て
比
較
す
る
中
、
多
面
的

な
意
見
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前

文
の
見
直
し
も
時
間
を
か
け
て
検
討

し
、
町
当
局
か
ら
の
反
問
権
を
組
み

入
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
に
も
応

え
る
よ
う
議
論
を
重
ね
て
い
る
。

　
議
員
間
の
自
由
討
議
を
本
会
議
と

委
員
会
に
組
み
込
む
た
め
の
議
論
で

は
、
会
議
規
則
の
改
正
と
自
由
討
議

に
移
行
す
る
た
め
の
仕
組
み
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
中

で
、「
今
行
っ
て
い
る
こ
の
協
議
が

自
由
討
議
そ
の
も
の
だ
」
と
い
う
こ

と
が
議
論
さ
れ
「
な
る
ほ
ど
」
と
な

っ
た
。

東芝　弘明 委員長

　
委
員
会
一
同
、
傍
聴
に

来
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

将
来
を
見
越
し
た

　
　
住
民
の
た
め
の
庁
舎
を

10
月
23
日
、
11
月
10
日
、
12
月
14
日

委
員
会
開
催
。

　
庁
舎
建
設
は
、
現
庁
舎
の
課
題
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
、
庁
舎
整
備
の
方
向

性
（
必
要
な
機
能
、
災
害
対
応
、
環
境
へ

の
配
慮
、
庁
舎
規
模
、
候
補
地
、
整
備
手

法
、
財
源
等
）
が
重
要
で
他
団
体
の
取
り

組
み
を
研
究
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
執
行
部
か
ら
「
か
つ
ら
ぎ
町
庁
舎
建
設

検
討
委
員
会
」
が
候
補
地
の
中
か
ら
現
庁

舎
地
で
か
さ
上
げ
し
て
建
設
す
る
こ
と
を

決
定
し
て
町
長
に
報
告
さ
れ
た
と
説
明
が

あ
っ
た
。

　
御
坊
市
は
、
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
策

定
か
ら
工
事
完
成
ま
で
７
年
費
や
し
て
お

り
、
現
実
的
に
は
10
数
年
の
取
り
組
み
で

あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
、

現
在
地
に
１
階
は
浸
水
を
考
慮
し
て
建
設

さ
れ
て
い
る
。
当
委
員
会
で
は
、「
新
庁

舎
建
設
基
本
構
想
」「
新
庁
舎
建
設
基
本

計
画
」
を
全
員
で
読
み
込
み
研
究
し
た
。

松岡　宏行 委員長

　
庁
舎
建
設
は
高
額
な
大

事
業
の
た
め
、
10
年
先
を

見
越
し
て
審
議
し
た
い
。

庁
舎
建
設
調
査
検
討
特
別
委
員
会

今回、１日傍聴させていただきありがとうございます。（60代女性）議会を傍聴して

上空から見た現庁舎上空から見た現庁舎
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質
疑
が
充
実
し
て
き
た

10
月
20
日
、
12
月
20
日
委
員

会
開
催
。

　
企
画
公
室
の
説
明
を
受
け
た

後
、「
基
本
構
想
素
案
」
と
「
基

本
計
画
素
案
」
に
つ
い
て
質
疑

を
行
っ
た
。「
基
本
構
想
素
案
」

に
対
し
て
は
、
町
内
の
河
川
に

関
わ
る
記
述
を
改
善
し
て
ほ
し

い
、
議
会
が
か
ね
て
か
ら
提
言

し
て
き
た
地
域
の
公
共
交
通
対

策
は
重
視
し
て
ほ
し
い
、
地
球

温
暖
化
対
策
を
重
視
し
た
記
述

に
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
は

素
案
に
反
映
さ
れ
、「
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
」
の
中
に
「
公

共
交
通
網
の
充
実
」
が
加
え
ら

れ
た
。　
基
本
計
画
素
案
に
対

し
て
は
集
中
し
た
質
疑
を
行
う

と
と
も
に
、
1
月
の
委
員
会
に

向
け
章
ご
と
に
文
書
で
質
問
や

改
善
案
を
提
出
し
、
議
員
間
協

議
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

東芝　弘明 委員長

　
1
月
の
議
員
間
協
議
が
楽
し
み
。

議
会
か
ら
い
い
提
言
を
出
し
た
い
。

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

住
民
懇
談
会
の

　
　
　
　
実
施
に
向
か
っ
て

10
月
19
日
、
12
月
12
日
委
員
会

開
催
。

　
住
民
懇
談
会
に
つ
い
て
７
月
、
９

月
の
委
員
会
で
の
話
し
合
い
を
基
本

に
さ
ら
な
る
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
１
０
０
号
に
掲

載
す
る
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
意
見
の
編
集
を
行
っ
た
。

　
11
月
17
日
、
町
育
成
連
絡
協
議
会

代
表
者
会
に
出
席
し
、
懇
談
会
に
つ

い
て
の
説
明
を
行
い
、
開
催
に
つ
い

て
要
望
を
行
っ
た
。
結
果
、
令
和
６

年
１
月
11
日
に
大
谷
育
成
協
議
会
と

懇
談
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
、
12
月

12
日
の
委
員
会
で
決
定
し
た
。

　
11
月
22
日
、
町
自
治
区
長
会
と
の

意
見
交
換
会
を
実
施
し
た
。
議
員
、

自
治
区
長
を
そ
れ
ぞ
れ
３
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
け
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
懇

談
し
た
。（
詳
細
は
25
ペ
ー
ジ
）

新堀　行雄 委員長

　
い
よ
い
よ
住
民
懇
談
会

の
実
施
に
向
け
、
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
す
。

長期総合計画の素案など長期総合計画の素案など

自治区長会との意見交換自治区長会との意見交換

長
期
総
合
計
画
調
査
検
討
特
別
委
員
会

授業時間中であるだろうに、通学路をゆっくりと歩いて登校している子どももよく見かけま
す。（70代女性）議会を傍聴して
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育
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よ
う
に
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皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

　
皆
さ
ん
と
共
に
１
０
０
号

　

「
議
会
だ
よ
り
か
つ
ら

ぎ
」
の
創
刊
は
、
平
成
11
年

５
月
。
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
１
０
０
号
を
迎
え
ま

し
た
。
議
会
と
住
民
と
の
架

け
橋
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に

さ
ま
ざ
ま
な
議
会
活
動
を
伝

え
、
紙
面
に
は
多
く
の
皆
さ

ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
特
集
と
し
て
、

１
０
０
号
記
念
の
コ
メ
ン
ト

を
紹
介
し
ま
す
。

　
１
０
０
号
記
念
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が

議
会
だ
よ
り
に
出
て
か

ら
、
議
会
だ
よ
り
を
よ
く

見
る
よ
う
に
な
り
、
町
の

行
事
に
興
味
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

１
０
０
号
お
め
で
と
う 溝北　有希 さん

みぞきた　　　ゆ　き
がんばる人86号登場

　
中
学
生
の
時
、
議
会
だ

よ
り
の
「
が
ん
ば
る
人
」

で
紹
介
し
て
も
ら
い
大
変

励
み
に
な
り
ま
し
た
。
今

は
高
校
生
に
な
り
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
も
続
け
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

大
変
励
み
に
な
っ
た

齊藤　遼一 さん
さいとう　  りょういち
がんばる人95号登場

 

町
民
に
身
近
な
議
会
で

あ
る
た
め
、
質
疑
や
一
般

質
問
各
種
報
告
等
を
広
報

し
議
会
活
動
を
一
層
理
解

い
た
だ
け
る
様
、
創
意
工

夫
し
充
実
し
た
「
議
会
だ

よ
り
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

議
会
を
よ
り
身
近
に

山添　健治 初代委員長
やまぞえ　　けん じ
議会広報編集特別委員会（当時）

　
25
年
間
で
紙
面
は
変
化

し
ま
し
た
。
議
会
は
未
来

の
こ
と
を
決
め
る
場
所
。

思
わ
ず
手
に
と
っ
て
も
ら

え
る
、
面
白
く
、
役
に
立

つ
紙
面
を
み
ん
な
で
作
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

手
に
取
っ
て
ほ
し
い

東芝　弘明 委員長
とうしば　　ひろあき
議会だより編集特別委員会

 

私
や
周
り
の
身
近
な
方

か
ら
の
声
を
取
り
上
げ
、

議
論
し
て
い
る
様
子
の
記

事
を
読
ま
せ
て
頂
い
た
時

に
は
、
議
員
さ
ん
と
町
民

の
信
頼
と
距
離
の
近
さ
を

感
じ
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

読
ん
で
距
離
の
近
さ
を 坪井　静香 さん

つぼ  い　  　しず か
妙寺

　
１
０
０
号
記
念
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。「
議

会
だ
よ
り
」
と
い
う
名
前

が
難
し
い
イ
メ
ー
ジ
な
の

で
、
子
育
て
世
代
も
聞
き

た
く
な
る
よ
う
な
名
前
に

な
っ
た
ら
い
い
な
ぁ
。

お
め
で
と
う

左近　綾 さん
  さ こん　　あや

咲翔 くん
さく と

笠田東

　
議
会
だ
よ
り
っ
て
お
じ

さ
ん
向
け
な
イ
メ
ー
ジ
。

読
ん
で
み
た
い
と
思
わ
な

い
の
で
、
興
味
を
持
て
る

よ
う
に
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
や

写
真
・
挿
絵
等
を
ど
ん
ど

ん
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

興
味
が
持
て
る
工
夫
を

　
毎
号
楽
し
み
に
見
て
い

ま
す
。
議
員
自
ら
作
っ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
住
民
に
わ
か
り
や
す

い
紙
面
づ
く
り
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す 北口　栄造 さん

きたぐち　　えいぞう
丁ノ町

創刊号100号

玉井　玲 さん
たま い　 　れい

大翔 くん
はる と

笠田東

ライトアップされた丹生酒殿神社の大イチョウ
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町民のおもいを届ける60分町民のおもいを届ける60分

中阪町長

各ページ議員名の下の
二次元コードを読み取ると
ユーチューブで質問映像を
見ることができます。

　一般質問は、町政に関する提案や質問を行うもので、持ち時間は１人60分。
　記事は質問者が作成したものである。

17

18

19

20

21

22

23

24

ページ 質　　問　　事　　項 質  問  議  員

小・中学生の休み方について

農産物販売促進事業の復活を

病児保育の必要性と人材確保について

自治区・町内会を維持するには

魚類が見守る安全安心な水道水

交通弱者対策のため福祉有償運送を

PR失敗による損害発生について

本町にＩＣＴ支援員配置は必要

山下　慎二

藤本　憲一

大山　希世

表具　　弘

羽根　祥起

松岡　宏行

滝ノ上万記

東芝　弘明
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一般質問

山下　慎二 議員

　
　
　
教
職
員
の
勤
務
実

態
を
ど
こ
ま
で
正
確
に
把

握
し
て
い
る
か
。

教
育
総
務
課
長　
教
職
員

の
出
退
勤
の
時
間
は
、
パ

ソ
コ
ン
の
電
源
の
オ
ン
オ

フ
に
よ
り
把
握
し
、
勤
務

時
間
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を

作
成
し
て
い
る
。
学
校

外
・
時
間
外
勤
務
の
把
握

に
つ
い
て
は
、
勤
務
時
間

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
活
用

し
て
把
握
に
努
め
、
教
職

員
の
勤
務
状
況
の
改
善
を

促
し
て
い
る
。

　
　
　
学
校
は
子
ど
も
が

休
む
場
合
、
ど
の
よ
う
に

情
報
共
有
を
行
っ
て
い
る

の
か
。

教
育
総
務
課
長　
休
み
の

連
絡
を
メ
ー
ル
や
電
話
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
け

問

問

問

付
け
て
い
る
。
そ
の
後
、

情
報
共
有
の
た
め
、
連
絡

を
受
け
た
欠
席
者
を
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
き
記
し
、

全
教
職
員
が
共
有
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
連
絡

が
な
か
っ
た
家
庭
に
対
し

て
は
、
担
任
が
連
絡
を
行

い
、
状
況
を
把
握
し
て
い

る
。
早
急
に
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
案
は
見

極
め
た
上
で
、
担
任
、
管

理
職
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
等
と
情
報
共
有
を

行
い
、
ど
の
よ
う
な
支
援

が
必
要
か
に
つ
い
て
協
議

し
、
解
決
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　
休
み
た
い
と
思
う

気
持
ち
を
ど
の
よ
う
に
尊

重
し
、
前
向
き
な
気
持
ち

に
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　
子
ど
も
た
ち
と

年
間
３
、
４
回
の
面
談
を

繰
り
返
し
、
子
ど
も
や
保

護
者
と
情
報
を
共
有
し
、

そ
の
心
情
や
必
要
な
支
援

の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

て
理
解
と
共
感
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
の

検
討
を
進
め
た
い
。

　　
　
　
消
防
団
員
が
自
家

用
車
で
火
災
現
場
等
に
駆

け
つ
け
る
場
合
、
保
険
加

入
は
で
き
な
い
か
。

危
機
管
理
課
長　
車
種
別

に
保
険
料
が
設
定
で
き
な

い
課
題
が
あ
り
、
ま
た
地

震
に
は
対
応
し
て
い
な
い

課
題
も
あ
り
、
現
時
点
の

制
度
に
お
い
て
は
、
加
入

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
消
防
団
に
関
す
る

広
報
活
動
の
取
り
組
み
と
、

ポ
ス
タ
ー
作
成
を
求
め
た

い
。

危
機
管
理
課
長
　
広
報
活

動
は
、
現
状
に
お
い
て
十

分
と
は
言
い
が
た
い
状
況

で
あ
る
。
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
町
広
報
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
消

防
団
の
活
動
を
積
極
的
に

紹
介
す
る
よ
う
努
め
た
い
。

　
　
　
若
年
層
や
女
性
の

視
点
に
立
っ
て
、
入
団
に

関
す
る
活
動
を
し
て
い
る

か
。

危
機
管
理
課
長
　
若
者
や

女
性
の
声
を
聴
く
た
め
に

も
、
消
防
団
活
動
に
つ
い

を
大
切
に
し
、
子
ど
も
た

ち
が
よ
り
よ
い
学
び
の
環

境
で
成
長
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
教
員
は
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え

る
た
め
に
、
日
々
の
観
察

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

問

問

問 消
防
団
員
確
保
と
補
償
に
つ
い
て

小・中学生の休み方について
観察や関わりを大切にしたい教育長

子どもも一緒に過ごせるサロン作りは、明るくより楽しい交流の場、ひとときになるように
思えました。（70代女性）議会を傍聴して
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令
和
３
年
度
か
つ

ら
ぎ
町
農
産
物
販
売
促
進

事
業
の
目
的
は
、
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
落

ち
込
で
い
る
農
産
物
の
消

費
拡
大
の
た
め
、
送
料
の

一
部
を
予
算
の
範
囲
内
に

お
い
て
補
助
す
る
事
業
で

あ
っ
た
。
令
和
３
年
度
決

算
は
３
９
４
０
万
円
、
当

時
の
登
録
数
は
１
４
５
人
、

送
付
件
数
は
５
万
40
件
と

い
う
実
績
で
あ
っ
た
。
農

業
生
産
者
か
ら
み
た
ら
良

い
事
業
で
は
な
か
っ
た
の

か
、
す
ご
い
効
果
が
あ
っ

た
と
い
う
評
価
を
私
は
し

て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら

令
和
４
年
度
予
算
の
計
上

も
な
く
、
こ
の
令
和
５
年

度
予
算
に
も
計
上
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
ど
う
い
う

理
由
で
予
算
計
上
さ
れ
な

問

か
っ
た
の
か
。

産
業
観
光
課
長　
農
産
物

販
売
促
進
事
業
は
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
と
し

て
当
時
落
ち
込
ん
で
い
た

農
産
物
の
消
費
拡
大
を
目

的
と
し
て
、
農
産
物
の
送

料
１
件
当
た
り
６
０
０
円

を
上
限
と
し
て
補
助
す
る

事
業
で
あ
っ
た
。
４
年
度

に
実
施
し
な
か
っ
た
の
は
、

コ
ロ
ナ
対
策
の
交
付
金
で

は
な
く
、
町
単
独
実
施
を

考
え
た
場
合
に
、
同
程
度

の
財
源
の
確
保
が
非
常
に

困
難
で
あ
る
と
判
断
し
た

か
ら
だ
。

　   　
　
最
近
私
の
家
の
周

辺
で
柿
や
桃
を
作
っ
て
い

る
若
者
が
増
え
て
い
る
。

そ
の
人
た
ち
か
ら
は
、
案

外
こ
の
事
業
は
、
魅
力
が

あ
っ
た
よ
う
な
話
を
私
は

聞
い
て
い
る
。
も
う
一
度

や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
声

は
役
場
の
ほ
う
に
も
届
い

て
い
る
と
思
う
が
、
対
応

等
検
討
さ
れ
た
の
か
。

産
業
観
光
課
長　
良
か
っ

た
と
い
う
声
も
届
い
て
い

る
が
、
事
業
の
登
録
か
ら

と
い
う
補
助
金
は
、
町
の

財
政
状
況
か
ら
し
て
、
潤

沢
に
予
算
確
保
で
き
る
状

況
で
は
な
い
。

精
算
に
至
る
ま
で
の
事
務

手
続
き
を
考
え
た
ら
、
そ

こ
ま
で
、
売
り
上
げ
が
伸

び
な
か
っ
た
。
ま
た
、
申

請
を
し
て
も
精
算
ま
で
の

間
立
て
替
え
が
必
要
で
あ

る
た
め
、
借
入
を
し
た
事

業
者
も
あ
り
、
資
金
繰
り

に
大
変
苦
労
し
た
と
の
声

も
あ
っ
た
。
双
方
の
意
見

を
検
討
し
た
中
で
、
財
源

の
件
も
含
め
て
、
実
施
し

な
い
と
判
断
し
た
。

　
　
　
財
源
が
単
独
と
い

う
こ
と
で
難
し
い
が
、
小

規
模
農
業
者
を
対
象
に
す

れ
ば
財
源
も
少
し
で
済
む
。

ま
た
、
生
産
品
の
送
付
に

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
送
付
箱
を
使
用
す
る
よ

う
義
務
付
け
る
。
箱
は
案

外
長
く
家
に
置
い
て
も
ら

え
る
こ
と
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
人
の
目
に
触
れ
る
、
町

の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
る
。
以
上

の
こ
と
を
参
考
に
再
実
施

で
き
な
い
か
。

町
長　
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
箱
を
使
用
す
る
案
は
、

本
町
の
果
物
の
Ｐ
Ｒ
が
進

ん
で
い
く
か
な
と
思
う
。

　
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

な
い
と
困
る
補
助
金
は
絶

対
に
確
保
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
あ
れ
ば
助
か
る

問

問

農産物販売促進事業の復活を
メリットあるがデメリット大きい町 長

町内会への加入状況については、どのように答弁されるのかと興味がありました。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（70代女性）議会を傍聴して

ふるさと納税返礼品箱は
本町の果物ＰＲに最適
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核
家
族
や
共
働
き

世
帯
が
増
え
る
中
、
病
児

保
育
の
必
要
性
を
感
じ
る
。

町
内
に
※

病
児
保
育
の
対

象
と
な
る
０
〜
12
歳
の
子

ど
も
が
い
る
世
帯
数
は
。

教
育
総
務
課
長　
令
和
５

年
９
月
末
現
在
、
７
１
５

２
世
帯
の
う
ち
７
６
８
世

帯
。

　
　
　
先
般
、
病
児
保
育

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
１
８
４
の
回
答

が
あ
っ
た
。
協
力
し
て
も

ら
っ
た
皆
さ
ん
は
じ
め
、

企
業
・
団
体
に
感
謝
し
た

い
。
想
像
し
て
い
た
以
上

に
悩
ん
で
い
る
人
が
多
い

こ
と
が
分
か
っ
た
。
病
児

保
育
で
な
く
て
も
何
ら
か

の
形
で
支
援
で
き
る
体
制

は
あ
る
か
。

問 問

問問

問 問

教
育
総
務
課
長　
現
時
点

で
は
本
町
で
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
体
制
は
な
い
が
町
外

の
施
設
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
　
　
病
児
保
育
を
新
設

す
る
こ
と
は
財
政
的
に
難

し
い
。
例
え
ば
小
児
科
が

併
設
さ
れ
て
い
る
病
院
内

で
病
児
保
育
の
た
め
の
ス

ペ
ー
ス
を
借
り
る
こ
と
は

可
能
か
。

町
長　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
か
ら
も
、
子
ど
も
や
保

護
者
の
安
心
感
を
考
え
る

と
医
療
機
関
併
設
が
理
想
。

医
師
会
と
の
連
携
も
必
要

に
な
り
、
医
師
の
負
担
も

当
然
増
え
て
く
る
た
め
検

討
の
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
人
材
確
保
は
、
大

き
な
壁
が
あ
る
。
看
護
師
、

保
育
士
で
、
事
情
が
あ
り

現
場
を
離
れ
て
い
る
人
が

復
帰
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
提
案
す
る
。
明
石
市

が
潜
在
保
育
士
等
職
場
復

帰
支
援
研
修
を
実
施
し
て

い
る
。
国
や
県
と
の
連
携

を
さ
ら
に
強
化
し
て
も
ら

い
た
い
。
病
児
保
育
で
は

看
護
師
・
保
育
士
と
い
う

人
材
が
な
い
と
機
能
し
な

い
。
本
町
で
も
研
修
な
ど

実
施
し
て
は
。

副
町
長　
資
格
を
持
ち
な

が
ら
職
を
離
れ
、
能
力
を

生
か
し
切
れ
て
い
な
い
人

が
数
多
く
い
る
と
考
え
る
。

本
町
で
も
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ

る
他
の
団
体
な
ど
の
取
り

組
み
を
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
学
校
や
子
ど
も
園

か
ら
急
病
で
保
護
者
に
迎

え
の
連
絡
が
あ
っ
た
場
合

で
も
、
す
ぐ
に
対
応
が
難

し
い
場
合
が
あ
る
。※
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
制
度

も
必
須
で
は
。
そ
の
内
容

に
対
し
て
調
査
の
予
定
は
。

教
育
長　
本
町
で
は
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
を
策
定
し
て
お
り
、
現

在
の
計
画
が
来
年
度
で
終

了
す
る
。
令
和
７
年
度
か

ら
の
計
画
策
定
に
向
け
、

６
年
度
中
に
ニ
ー
ズ
調
査

を
実
施
予
定
。

　
　
　
町
長
の
全
体
的
な

見
解
は
。

町
長　
全
国
的
に
も
、
労

働
人
口
の
減
少
、
共
働
き

世
帯
の
増
加
、
定
年
の
延

長
な
ど
社
会
の
状
況
が
随

分
と
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

病
児
保
育
や
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
制
度
の
必
要
性

も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
施
策
を
実
施
す

る
た
め
に
は
、
人
材
確
保

が
不
可
欠
で
あ
る
と
深
く

認
識
し
て
い
る
。

病児保育の必要性と人材確保について
必要性を深く認識している町 長

自治区への加入は個人の自由だと考えますが、お互いを見守り助け合い、孤立しないための
繋がりになるのではないかと思います。（70代女性）議会を傍聴して

※
病
児
保
育
と
は

　
０
歳
〜
12
歳
の
子
ど
も

が
対
象
で
病
気
の
急
性
期
、

回
復
期
に
お
い
て
家
庭
で

の
看
護
療
養
が
困
難
な
場

合
に
預
か
る
事
業
。

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

制
度
と
は

　
子
ど
も
の
送
迎
や
預
か

り
な
ど
、支
援
を
受
け
た

い
人
と
支
援
し
た
い
人
の

マッ
チ
ン
グ
を
行
う
制
度
。
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現
在
の
町
内
会
加

入
状
況
は
。

総
務
課
長
　
11
月
末
現
在

の
総
世
帯
数
は
、
７
１
６

０
世
帯
。
町
内
会
加
入
世

帯
は
５
８
９
０
世
帯
と
な

り
、
加
入
率
は
82
・
26
％
。

　
　
　
自
治
振
興
費
の
内

訳
は
。

総
務
課
長
　
自
治
振
興
費

支
給
要
綱
に
定
め
、
四
つ

の
項
目
が
あ
る
。
一
つ
目

は
、
納
税
奨
励
。
納
期
内

取
扱
金
額
の
１
％
、
納
税

義
務
者
１
人
に
つ
き
２
０

０
円
。
二
つ
目
は
、
世
帯

数
割
。
こ
れ
は
当
該
町
内

会
の
世
帯
数
×
１
５
０
０

円
。
そ
し
て
三
つ
目
が
、

衛
生
自
治
。
当
該
町
内
会

の
世
帯
数
×
80
円
。
四
つ

目
が
敬
老
事
業
。
当
該
町

内
会
の
70
歳
以
上
の
者
×

５
０
０
円
。

　
　
　
自
治
区
・
町
内
会

を
維
持
す
る
た
め
に
行
政

が
で
き
る
こ
と
は
。

町
長　
自
治
区
・
町
内
会

の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は

本
当
に
重
要
で
、
災
害
時

に
は
公
助
が
な
か
な
か
十

分
に
果
た
せ
な
い
可
能
性

が
高
い
中
、
共
助
と
い
う

部
分
で
は
、
ま
ず
地
域
の

皆
さ
ん
で
協
力
し
合
い
な

が
ら
、
助
け
合
い
な
が
ら

対
応
し
て
も
ら
う
こ
と
が

必
要
。
来
年
度
は
、
地
域

振
興
費
な
る
名
目
に
な
る

か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、

各
地
区
に
少
し
自
由
度
の

高
い
補
助
金
の
よ
う
な
も

の
を
作
り
た
い
と
議
論
を

し
て
い
る
。

　
　
　
ど
の
よ
う
な
移
動

手
段
を
使
う
こ
と
が
で
き

る
か
。

健
康
推
進
課
長
　
一
番
多

い
の
が
徒
歩
47
％
、
次
に

車
運
転
22
％
、
次
が
参
加

者
の
車
に
同
乗
８
％
、
そ

の
他
と
し
て
、
シ
ニ
ア
カ

ー
や
自
転
車
、
バ
イ
ク
、

家
族
の
送
迎
な
ど
。
タ
ク

シ
ー
等
の
交
通
費
も
、
い

き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
補
助

金
の
基
準
額
の
範
囲
内
で

対
象
経
費
と
し
て
認
め
て

い
る
。

　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会

に
業
務
委
託
し
て
大
き
な

変
化
は
。

健
康
推
進
課
長
　
令
和
４

年
度
は
、
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
人
数
が
、

専
任
１
人
、
兼
任
３
人
に

増
え
、
地
域
を
知
る
こ
と
、

住
民
へ
伝
え
る
こ
と
を
目

標
に
、
担
当
地
域
に
調
査

に
出
向
き
、
既
存
の
集
い

の
場
や
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
な

問

問 問

問

自治区・町内会を維持するには
変えていこうとする動きが必要町 長

水道管の破損は、業者の方々が泥だらけになり懸命に修繕されている様子にご苦労を
感じました。（70代女性）議会を傍聴して

問 問

ど
、
地
域
資
源
の
発
掘
。

令
和
５
年
度
に
は
、
専
任

２
人
、
兼
任
１
人
の
体
制

と
な
り
、
さ
ら
に
詳
し
く

地
域
調
査
、
サ
ロ
ン
の
立

ち
上
げ
支
援
や
公
民
館
と

の
連
携
な
ど
、
地
域
課
題

の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
　
　
い
き
い
き
サ
ロ
ン

事
業
を
通
じ
て
何
を
実
現

す
る
の
か
。

参
事（
総
務
・
厚
生
担
当
）

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
、
住
民
が

主
体
的
に
運
営
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ふ
れ
あ
い
を
通

し
て
仲
間
の
輪
を
広
げ
、

生
き
が
い
づ
く
り
や
孤
独

感
の
解
消
、
社
会
参
加
の

促
進
、
さ
ら
に
は
介
護
予

防
を
図
る
、
こ
れ
が
本
来

の
目
的
。　

　
　

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
サ
ロ
ン
へ

表具　　弘 議員

睦町内会・天満宮
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一般質問

羽根　祥起 議員

　
　
　
水
道
事
業
に
求
め

ら
れ
る
要
件
と
し
て
、
住

民
が
安
全
で
安
心
し
て
使

え
る
水
の
供
給
で
あ
る
と

思
う
。
水
道
法
に
お
け
る

上
水
道
と
簡
易
水
道
の
違

い
と
施
設
の
状
況
は
。

上
下
水
道
課
長
　
給
水
人

口
５
０
０
１
人
以
上
が
上

水
道
、
１
０
１
人
以
上
５

０
０
０
人
以
下
を
簡
易
水

道
と
規
定
し
て
い
る
。
本

町
の
上
水
道
は
２
カ
所
、

簡
易
水
道
は
８
カ
所
と
な

っ
て
い
る
。

　
　
　
水
道
法
で
は
、
水

道
原
水
の
水
質
基
準
が
あ

る
と
思
う
。
地
下
水
を
直

接
く
み
上
げ
て
い
る
水
源

に
関
し
て
は
、
比
較
的
安

全
で
あ
る
と
思
う
が
、
谷

の
水
を
水
源
と
す
る
簡
易

問

問問

水
道
な
ど
の
場
合
、
野
生

動
物
の
排
泄
物
や
農
薬
等

が
混
入
す
る
と
思
う
。
ど

の
よ
う
な
水
質
検
査
を
し

て
い
る
の
か
。

上
下
水
道
課
長　
水
道
法

第
２
条
で
は
「
水
道
が
国

民
の
日
常
生
活
に
直
結
し
、

そ
の
健
康
を
守
る
た
め
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
あ
り
、
か
つ
、
水
が

貴
重
な
資
源
で
あ
る
こ
と

に
か
ん
が
み
、
水
源
及
び

水
道
施
設
並
び
に
こ
れ
ら

の
周
辺
の
清
潔
保
持
並
び

に
水
の
適
正
か
つ
合
理
的

な
使
用
に
関
し
必
要
施
策

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

本
町
の
水
質
検
査
は
、
基

準
40
項
目
、
農
薬
１
１
５

項
目
は
年
１
回
、
ま
た
、

病
原
性
原
虫
で
あ
る
※

ク

リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
対

策
と
し
て
、
地
下
水
を
水

源
と
す
る
塩
素
消
毒
の
み

の
施
設
に
つ
い
て
は
年
４

回
、
膜
ろ
過
等
の
ろ
過
設

備
が
あ
る
施
設
に
つ
い
て

は
、
年
１
回
の
ク
リ
プ
ト

ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
の
検
査
を

し
て
い
る
。

　
　
　
水
道
原
水
に
つ
い

て
は
、
農
薬
等
の
異
物
混

入
に
対
し
、
魚
類
な
ど
の

水
槽
に
原
水
を
流
し
、
魚

の
異
常
の
有
無
を
検
出
す

る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
本
町

で
は
。

上
下
水
道
課
長　
水
道
事

業
開
始
当
時
よ
り
、
各
浄

水
施
設
に
魚
類
の
飼
育
槽

を
配
置
し
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　
安
全
・
安
心
な
水

道
水
の
確
保
に
関
す
る
町

の
責
務
に
つ
い
て
町
長
の

意
見
を
聞
き
た
い
。

町
長　
水
道
は
生
活
を
行

う
上
で
、
最
も
重
要
な
も

の
で
あ
る
。
町
民
が
安
全

で
安
心
し
た
生
活
を
送
る

問

た
め
の
水
道
水
の
安
全
性

と
設
備
の
持
続
性
を
し
て

い
く
の
は
、
町
の
責
務
と

し
て
、
今
後
も
対
応
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

水道原水を見守る金魚水道原水を見守る金魚

魚類が見守る安全安心な水道水を
町の責務として今後も対応する町 長

議員さんと町職員さんのやりとりを傍聴して、このようにして町の行政が成り立っていくの
だなと知りました。（60代女性）議会を傍聴して

※
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ

ム
と
は

　

人
や
動
物
の
消
化
管

内
に
寄
生
す
る
マ
イ
ク
ロ

メ
ー
タ
ー
大
の
単
細
胞
の

寄
生
虫
。

　
　
　
　
　
水
道
管
の
破

損
原
因
に
つ
い
て
も
質
問

し
た
。

そ
の
他
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問　
交
通
弱
者
対
策
の

福
祉
タ
ク
シ
ー
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
内
容

は
。

住
民
福
祉
課
長　
障
害
者

７
３
４
人
に
タ
ク
シ
ー
券

ま
た
は
燃
料
券
を
支
給
。

総
務
課
長　
安
価
で
通
学

等
に
利
用
。
町
内
全
域
を

カ
バ
ー
で
き
ず
、
限
ら
れ

た
便
数
。
バ
ス
停
ま
で
の

移
動
が
課
題
。

　
　
　
高
齢
化
に
よ
る
免

許
証
返
納
で
交
通
弱
者
が

増
え
る
中
、
全
国
的
に
福

祉
有
償
運
送
が
取
り
組
ま

れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
。

住
民
福
祉
課
長　
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

の
非
営
利
法
人
が
、
高
齢

者
や
障
害
者
な
ど
の
移
動

問

長
に
要
望
し
た
。
社
会
福

祉
協
議
会
で
の
対
応
は
。

副
町
長　
介
護
事
業
を
終

了
し
た
の
で
、
現
体
制
で

は
困
難
。

　
　
　
実
現
を
望
む
熱
い

町
民
の
要
望
を
ど
う
受
け

止
め
る
の
か
。

町
長　
町
と
し
て
思
い
に

応
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

福
祉
有
償
運
送
だ
け
を
進

め
る
の
で
な
く
、
公
共
交

通
全
体
を
見
直
し
検
討
し

た
い
。
社
会
福
祉
協
議
会

問

困
難
者
を
対
象
に
通
院
、

買
い
物
等
を
目
的
に
有
償

に
よ
る
移
動
サ
ー
ビ
ス
。

対
象
者
は
障
害
者
、
要
介

護
・
要
支
援
者
な
ど
。

　
　
　
福
祉
有
償
運
送
の

実
現
を
望
む
町
民
た
ち
は
、

協
議
を
重
ね
、
運
転
手
の

確
保
は
町
民
に
協
力
を
お

願
い
で
き
る
が
、
障
害
者

車
両
や
事
務
等
を
考
慮
す

る
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
よ
り
社
会

福
祉
協
議
会
で
主
体
的
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
町

問

問

ー
ト
事
業
の
必
要
性
は
、

長
期
総
合
計
画
策
定
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
に
、
数
件

の
要
望
や
保
健
師
は
保
護

者
の
声
を
聞
い
て
お
り
、

現
実
に
目
を
向
け
て
い
な

い
の
で
は
。

町
長　
社
会
情
勢
の
変
化

で
制
度
の
必
要
性
は
大
き

く
変
化
し
て
い
る
。

　
　
　
ニ
ー
ズ
の
状
況
を

踏
ま
え
て
、
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し

て
い
る
、
か
つ
ら
ぎ
福
祉

会
に
委
託
し
て
は
。

町
長　
実
施
す
る
な
ら
ば

検
討
が
必
要
。

問

　
　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
事
業
と
は
。

教
育
総
務
課
長　
子
育
て

を
応
援
し
た
い
人
が
提
供

会
員
、
子
育
て
を
応
援
し

て
ほ
し
い
人
が
依
頼
会
員

で
、
育
児
の
相
互
援
助
活

動
を
行
う
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
。

　
　
　
令
和
２
年
策
定
の

第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
に
、
計
画

し
て
い
る
の
に
な
ぜ
実
施

し
て
い
な
い
の
か
。

教
育
次
長　
他
の
支
援
事

業
と
比
べ
て
ニ
ー
ズ
が
多

く
な
か
っ
た
た
め
。

　
　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

問問 問 問

交通弱者対策のため福祉有償運送を
令和７年度予算で取り組みたい町 長

子
育
て
支
援
施
策
充
実
の
た
め

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

議会だよりかつらぎ
2024.2.１　100号 22

まずは、建物にものすごく歴史を感じました。議事について、自分自身の知識のな
い事ばかりで、理解できなかった。勉強しておくべきでした。（50代女性）議会を傍聴して

で
取
り
組
む
こ
と
は
望
ま

し
い
が
人
、
車
両
、
運
転

手
の
確
保
等
が
課
題
。

　
　
　
例
え
ば
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

で
取
り
組
む
場
合
の
支
援

は
。
見
直
し
の
時
期
は
。

町
長　
運
転
手
講
習
会
等

の
補
助
が
必
要
。
地
域
公

共
交
通
全
体
を
考
え
な
が

ら
令
和
７
年
度
予
算
で
取

り
組
み
た
い
。

福祉有償運送ささえあい橋本の車
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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向

け
ツ
ア
ー
の
モ
ニ
タ
ー
事

業
が
実
施
で
き
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
現
在
、
町

に
百
万
円
単
位
の
損
害
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

今
後
同
じ
失
敗
を
繰
り
返

さ
な
い
よ
う
、
何
が
悪
か

っ
た
の
か
を
検
証
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
今
回
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

向
け
の
Ｐ
Ｒ
ツ
ア
ー
と
は
、

「
関
空
へ
来
た
外
国
人
観

光
客
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

天
野
地
区
へ
案
内
し
、
丹

生
都
比
売
神
社
で
雅
楽
を

見
学
し
た
り
、
フ
ル
ー
ツ

狩
り
を
楽
し
ん
だ
り
し
、

そ
の
日
の
夜
は『
天
の
里
』

へ
宿
泊
。
翌
日
は
高
野
山

へ
参
詣
し
、
そ
の
後
は
南

海
電
車
『
天
空
』
に
て
難

波
へ
向
か
う
」
と
い
う
も

問

う
お
わ
び
以
外
何
も
な
い
。

た
だ
、
職
員
の
中
で
し
っ

か
り
と
検
討
し
て
、
期
間

が
短
い
中
で
申
請
を
し
て

い
っ
た
と
い
う
こ
と
は
当

然
あ
る
わ
け
で
、
そ
の
こ

と
に
関
し
て
は
も
う
少
し

時
間
が
あ
れ
ば
、
も
う
少

し
違
っ
た
か
な
と
い
う
思

い
が
あ
る
の
と
、
も
う
一

点
は
、
や
は
り
夢
洲
機
構

の
中
で
も
随
分
、
わ
れ
わ

れ
の
内
容
に
つ
い
て
進
め

て
い
こ
う
と
す
る
考
え
方

と
、
進
め
に
く
い
よ
う
な

内
部
の
中
の
議
論
が
あ
っ

た
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
も

聞
い
て
い
る
し
、
そ
の
こ

と
が
中
止
に
至
っ
た
原
因

の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

　
当
然
な
が
ら
、
い
わ
ゆ

る
キ
ャ
ン
セ
ル
料
と
言
わ

れ
て
い
る
お
金
は
一
旦
は

町
か
ら
出
す
と
し
て
も
、

こ
れ
は
こ
の
ま
ま
、「
は
い
、

分
か
り
ま
し
た
」
と
言
っ

て
引
き
下
が
る
べ
き
内
容

で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
少
し
時
間
が
か
か

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
き

ち
ん
と
解
決
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ＰＲ失敗による損害発生について
おわび以外何もない町 長

高野山を訪れる観光客（根本大塔）

の
。
き
っ
か
け
は
夢
洲
機

構
か
ら
町
長
に
国
の
補
助

金
事
業
の
話
が
あ
り
、
夢

洲
機
構
と
近
畿
日
本
ツ
ー

リ
ス
ト
と
か
つ
ら
ぎ
町
の

三
者
で
契
約
を
し
て
実
施

し
よ
う
と
し
た
。
通
常
は

旅
行
会
社
と
か
つ
ら
ぎ
町

の
二
者
で
契
約
を
交
わ
す

と
こ
ろ
を
、
夢
洲
機
構
を

含
め
た
三
者
と
し
た
理
由

は
、「
夢
洲
機
構
が
総
領

事
と
強
い
つ
な
が
り
が
あ

る
か
ら
」
で
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
だ
が
、
夢
洲
機

構
は
計
画
し
て
い
た
日
程

に
総
領
事
等
を
招
へ
い
で

き
ず
、
そ
の
た
め
か
つ
ら

ぎ
町
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
運

航
会
社
や
そ
の
他
の
観
光

施
設
へ
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料

を
支
払
う
は
め
に
な
っ
た
。

だ
が
、
そ
も
そ
も
夢
洲
機

構
と
か
つ
ら
ぎ
町
は
委
託

契
約
す
ら
結
ぶ
こ
と
が
で

き
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、

今
回
の
よ
う
な
混
乱
し
た

状
態
に
な
っ
て
い
る
と
言

え
る
。

町
長　
こ
の
事
業
が
中
止

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
に
関
し
て
は
、
も

ゆ
め
し
ま

色んなことに対して細かく議論していること感じました。（70代女性）議会を傍聴して
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一般質問

東 芝 弘 明 議員

　
　
　
な
ぜ
文
部
科
学
省

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配

置
を
求
め
て
い
る
の
か
。

教
育
次
長　
校
内
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
が
増
え
る
と
、
操

作
の
習
得
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
授
業
改
善
、
機
器

の
設
置
準
備
な
ど
が
発
生
。

状
況
を
解
消
す
る
た
め
Ｉ

問

Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
。

 

　
　
こ
の
点
を
ど
う
検

討
し
た
の
か
。

教
育
総
務
課
長　
本
町
に

は
情
報
ス
キ
ル
の
あ
る
町

職
員
や
、
各
学
校
に
情
報

教
育
担
当
教
員
を
配
置
し

て
い
る
。

　
　
　
議
員
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
を
視
察
し
た
と
き
、
３

人
ほ
ど
機
器
が
立
ち
上
が

ら
ず
授
業
が
止
ま
っ
た
が
。

教
育
総
務
課
長　
予
備
の

機
械
も
あ
り
、
入
れ
替
え

て
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
が

配
置
さ
れ
て
い
る
市
町
村

は
43
％
。
紀
の
川
市
が
一

番
多
く
11
人
配
置
さ
れ
て

い
る
。
２
校
に
１
人
、
国

の
基
準
は
４
校
に
１
人
。

教
職
員
は
非
常
に
喜
ん
で

い
る
。
橋
本
市
４
人
、
九

度
山
町
２
人
、
本
町
が
ゼ

ロ
。
伊
都
郡
の
中
で
も
遅

れ
て
い
る
。
教
職
員
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
ほ
し

い
。

教
育
長　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

の
配
置
は
否
定
し
な
い
。

ニ
ー
ズ
調
査
を
し
て
み
た

い
。

　
　
　
紀
の
川
市
の
事
例

を
調
査
し
て
ほ
し
い
。

教
育
長　
他
か
ら
学
ぶ
こ

と
は
大
事
な
こ
と
な
の
で

紀
の
川
市
を
訪
問
し
た
い
。

務
。
１
級
の
25
ま
で
、
も

し
く
は
２
級
の
25
ま
で
と

い
う
２
つ
の
給
料
表
で
雇

用
し
て
い
る
。
明
ら
か
に

事
務
補
助
で
は
な
い
人
が

２
の
25
で
い
い
の
か
。

副
町
長　
運
用
の
仕
方
は

適
切
で
な
い
。
会
計
年
度

任
用
職
員
の
位
置
付
け
と

給
料
表
に
つ
い
て
、
見
直

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
１
級
の
25
は
ほ
ぼ

　
　
　
会
計
年
度
任
用
職

員
で
最
低
賃
金
を
下
回
っ

て
い
る
人
は
何
人
か
。

総
務
課
長　
現
在
５
人
。

改
定
を
遡
及
適
用
す
る
。

　
　
　
本
町
の
会
計
年
度

任
用
職
員
は
、
町
長
部
局

に
37
人
、
教
育
委
員
会
の

部
局
に
68
人
。
給
料
表
の

１
級
は
定
型
ま
た
は
補
助

的
な
業
務
を
行
う
職
務
。

２
級
が
相
当
の
知
識
ま
た

は
経
験
を
必
要
と
す
る
職

本町にＩＣＴ支援員配置は必要
配置は否定しない教育長

問問

大
学
卒
の
初
任
給
。
会
計

年
度
任
用
職
員
は
勤
務
時

間
を
15
分
削
っ
て
パ
ー
ト

タ
イ
ム
職
員
と
な
っ
て
い

る
。
国
の
通
知
か
ら
言
っ

て
ど
う
考
え
る
か
。

副
町
長　
国
の
通
知
が
発

出
さ
れ
た
。
単
に
事
務
補

助
的
な
職
務
に
つ
い
て
は

パ
ー
ト
で
良
い
と
は
思
う

が
、
そ
う
で
は
な
い
職
員

に
つ
い
て
は
、
適
正
な
運

用
が
行
わ
れ
て
い
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
給
料
表
の
２
級
の

25
は
時
給
換
算
で
は
１
４

４
２
円
に
な
る
。
会
計
年

度
任
用
職
員
の
最
低
賃
金

を
時
給
１
５
０
０
円
に
す

る
考
え
は
。
働
く
者
の
賃

金
を
引
き
上
げ
な
い
と
日

本
経
済
は
立
ち
直
ら
な
い

と
思
う
が
。

町
長　
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
あ
る
。
特
に
賃
金
が
30

年
上
が
っ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
を
踏
ま
え
、
議
論

し
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

問問 問

問 問

問

議会だよりには皆にわかり易く書いて頂いていること、読み易くなっていること等
わかりました。（70代女性）議会を傍聴して

会
計
年
度
任
用
職
員
の
待
遇
改
善
を

見
直
し
て
い
く

町
長

ICT教育の様子（イメージ）
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自
治
区
長
会
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

　
11
月
22
日
、
か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館
で
自
治
区
長

会
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。
今
回
は
、
全
体
会

の
後
、
３
つ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

意
見
交
換
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
で
出
さ
れ
た
意
見
の
一

部
を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。　 

・
人
口
減
少
に
は
歯
止
め

は
か
か
ら
な
い
。
１
万
人

で
も
楽
し
い
町
に
し
よ
う

と
す
る
発
想
の
展
開
。

 

・
リ
モ
ー
ト
の
活
用
が
大
事
。

子
ど
も
が
増
え
て
も
定
住

し
な
い
。
リ
モ
ー
ト
は
ど

こ
で
も
で
き
る
の
で
、
そ

れ
に
プ
ラ
ス
、
も
う
一
つ

の
魅
力
を
つ
け
る
。

 

・
移
住
し
て
き
た
人
に
聞

い
た
ら
、「
近
所
の
人
も

や
さ
し
く
、
住
み
や
す
い

と
思
っ
た
」
と
言
っ
て
い

た
。

議会だよりキャラクター
　『かきかあちゃん』

ずっと座っている時間が少ない日常、少しつらかったけれど大変勉強になりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（70代女性）議会を傍聴して

テ
ー
マ
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
討
議

Aグループ
か
つ
ら
ぎ
町
の
未
来

　
　
　
　
に
向
け
て

 
・
昨
日
の
防
災
教
室
に
は

20
人
程
度
が
参
加
。
高
齢

化
が
進
む
中
、
増
え
て
い

る
要
支
援
者
を
誰
が
助
け

に
行
く
の
か
。

 

・
西
日
本
豪
雨
で
、
防
災

訓
練
の
有
無
が
大
き
く
影

響
し
た
。
町
全
体
だ
け
で

な
く
、
地
域
で
も
訓
練
し

て
は
。

 

・
被
災
し
た
家
の
前
に
旗

を
立
て
る
と
か
、
色
で
区

別
し
て
視
覚
で
訴
え
る
方

法
は
ど
う
か
。

Cグループ

災
害
時
の
対
応
に

　
　
　
　
つ
い
て

 

・
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
を
ど

う
す
る
か
、
い
か
に
捨
て

ら
れ
な
い
か
が
一
つ
。
ご

み
袋
と
金
バ
サ
ミ
を
置
い

て
お
い
た
ら
捨
て
ら
れ
な

く
な
っ
た
事
例
も
あ
る
。

 

・
区
に
入
っ
て
く
れ
る
人

が
少
な
い
。
入
っ
て
く
れ

る
人
よ
り
出
て
い
く
人
の

方
が
多
い
。
人
が
少
な
い

と
区
費
も
少
な
く
な
り
、

運
営
が
や
り
に
く
い
。

 

・
何
か
あ
っ
た
と
き
に
助

け
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
。

昔
は
親
族
や
近
所
な
ど
密

度
の
濃
い
環
境
が
あ
っ
た
。

Bグループ
自
治
区
、
町
内
会
が

必
要
と
し
て
い
る
こ
と
、

　
　
困
り
事
と
は
何
か



議会モニターの声
令和5年度

　町民の声を議会運営に反映するため、議会モ
ニター制度を実施している。提出された感想等
レポートの一部を原文のまま抜粋し掲載する。

　たくさんの議案が粛々と採択されたことに
感銘を覚えました。
　質問者と答弁者の取組み方の方向が一致し
ており、この町や住民の生活を良くして行こ
うという思いが感じられて、非常に良かった。
　　　　　　　　　　　　　（70代男性）

　６月２日の集中豪雨被害に関して、改めて
町職員、町議会議員、及び社会福祉協議会の
方々に感謝申し上げます。ボランティア派遣
に関しても的確な対応をいただいたおかげで、
たくさんの恩恵にあずかることができました。
また、今後起こりうる災害に対する対応策に
関しても大きな知見が得られたことと感謝し
ております。
　　　　　　　　　　　　　（70代男性）

　緊張感の漂う静かな議場で、議会が始まる
のをこちらも緊張し待ちました。町長の挨拶
は庁舎の移転問題、夏祭りの開催についてや、
災害時の炊き出し支援についての協定・締結
（日本生命との事）等、知らないことばかり
でしたが、町内の動きを知ることが出来るよ
い機会でした。
　　　　　　　　　　　　　（70代女性）

　丹念に原稿をチェックし、読者が読みやす
く、分かりやすく、誤解することがないよう
表現にも気を付け、句読点や数字、字体、写
真の脚注・・と本当に細かくチェックされて
いました。
 　「こんなに細かく、丁寧に作られているん
だ！」と感心しました。
 　この編集作業だけでも取り上げて記事に
してもいいのではないでしょうか。そうすれ
ば、もっと議会だよりを大事に読む人が増え
ると思います。
　議員さんの仕事は、自分の所見を持って会
議に出て、発言することが第一の筈です。発
言がないというのは、議員として仕事をして
いないのではないかと私は考えます。
　　　　　　　　　　　　　（60代男性）

本会議 議会だより編集特別委員会

庁舎建設調査検討特別委員会

　町民と共に考え、ベストな街を作る考えが
あるなら、基本構想を提示し、町民の意見も
広く聞くべきです。われわれ町民も行政任せ
にせず、積極的に関わっていきたい。
　　　　　　　　　　　　　（60代男性）

　〈総合的な街作り構想の中での庁舎移転問
題〉としてしっかりとしたプランを作り上げ
てほしい。基本構想を提示し、町民の意見を
広く聞くべきです。
　　　　　　　　　　　　　（60代男性）

議会だよりキャラクター
　『かきかあちゃん』

議会だよりかつらぎ
2024.2.１　100号 26

資料が頂けなかったですので、資料がないなかでの傍聴は少しわかり難いところが
ございました。（70代女性）議会を傍聴して

委員会報告



その他

議会だよりかつらぎ
2024.２.1　100号27

兵
庫
県
佐
用
町
議
会
視
察
来
庁

　記念すべき100号の表紙は、妙寺学童保育
施設の子どもたちに協力をしてもらった。笑
顔で今までの節目の発行号の議会だよりを持
ち、撮らせてもらった1枚。

表紙写真紹介 あ
な
た
の
声
を
議
会
に
！

　
議
会
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

募集人数　15人程度
任期　１年間（４月～３月）
職務
　①本会議や委員会を傍聴し意見
　　を提出
　②議会だよりやホームページに
　　関する意見を提出 
　③議員との懇談会　　など
謝礼　あり
応募資格
　①満18歳以上
　②町議会に関心があること
　③町政および地域社会の発展に
　　関心があること

議会だより101号発行日について
　101号から契約変更の都合で、５月１日発行
予定の「議会だより」を６月１日発行に変更し
ます。

本会議と委員会は傍聴できます。
本会議は予約不要、委員会は議会
事務局に連絡ください。議員一同
お待ちしています。

議会を傍聴
してみませんか

お
詫
び
と
訂
正

　

議
会
だ
よ
り
99
号
中
13

頁
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

（
誤
）
北
田
青
葉
議
員

　
　
　
　
←

（
正
）
北
田
青
羽
議
員

　
11
月
13
日
、
兵
庫
県
佐
用

郡
佐
用
町
の
全
議
員
14
人
が

視
察
に
訪
れ
た
。
佐
用
町
は

本
町
よ
り
や
や
少
な
い
人
口

だ
が
、
面
積
は
３
０
０
㎢
以

上
と
、
約
２
倍
の
大
き
な
町
。

今
回
の
視
察
研
修
の
内
容
は
、

「
議
会
改
革
と
議
員
定
数
適

正
化
等
に
つ
い
て
」
で
、
本

町
議
会
が
令
和
４
年
に
取
り

組
ん
だ
議
員
定
数
や
議
員
報

酬
の
内
容
の
質
問
に
つ
い
て
、

当
時
関
わ
っ
て
い
た
議
員
が

中
心
と
な
っ
て
答
え
た
。
ま

た
、
議
員
の
な
り
手
不
足
や

議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
た
。



　次世代シリーズ「がんばる人」は、スポーツや文化活動などで
頑張っている子どもたちを紹介します。学校の中だけでなく、さ
まざまな分野で一生懸命に取り組む姿を応援します。

次世代
シリーズ

これからの「かつらぎ町」を担うのは君だ ！
がんばる人
紹  介

①今、頑張っていること
②始めたきっかけ
③将来の夢
④かつらぎ町の好きなところ

和歌山県かつらぎ町議会：〒649-7192  和歌山県伊都郡かつらぎ町大字丁ノ町2160番地
TEL.0736-22-0300㈹ FAX.0736-22-0604 https://www.town.katsuragi.wakayama.jp/gikai/

町議会
ホームページ

和歌山県
かつらぎ町議会

妙寺中学校２年

田中 菜乃さん
 た  なか　な　の

①バスケと駅伝の練習を頑張
っています。
②バスケに興味があり、走る
ことも好きだったからです。
③美容師になり、お客様を綺
麗にしたいです。
④みんなが笑顔で、接しやす
いところです。

笠田小学校６年

野間 広志さん
 の　ま　 ひろ し ①学校などでマジックを披露す

ることです。
②奈良の祖父の趣味がマジック
だからです。
③四郷の串柿を継承していきた
いです。
④柿やぶどうなど果物がおいし
いところです。

大谷小学校６年

木村 斐奈さん
  き むら　 ひ　な

①大好きな本をたくさん読
むことです。
②本屋で見つけた本がおも
しろかったからです。
③心と心を通わせるスクー
ルカウンセラー。
④自然がいっぱいで皆が幸
せなところです。




